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羽生田岳昭8・三谷進9: 1995年以降に確認された日本産淡水産紅藻の産地について

はじめに

淡水産紅藻の多くは絶滅のおそれがあり，保護上重要な野

生生物であるので，絶滅危倶種として日本版レッドデータ

ブックに掲載されている。水質汚濁，河111や農地の改修など

の影響を受けて，年々その生育地が少なくなっていて，天然

記念物指定地においてさえ既に絶滅している。従って，かつ

て報告のあった産地に淡水産紅藻が現在も生育しているか否

かは必ずしも明らかではない。淡水産紅藻の現在の分布状況

を調査することは，これら分類群の分類系統学，生物地理学

の研究のため必要なだけでなく，日本の湿地環境保全のため

の基礎資料としても重要であると言えよう。

淡水産紅藻の系統分類学的研究のための材料採集の過程

で，我々は既報告のいくつかの産地で淡水産紅藻の生育を再

確認し，さらに多くの産地で淡水産紅藻の生育を新たに確認

したのでその結果を報告する。既報告産地は主な関連文献に

従ってその発見の経緯を記載し， 1995年以降2002年2月初旬

までの調査で確認した産地を分類群別に示した。再確認が必

要とされている各分類群の学名は， Vis et al. (1995)などが提

案している学名と歴史的旧学名とを併記した。各産地名の末

尾の括弧内に今回の調査における採集年月と採集者氏名とを

示した。

このリストには希少種や絶滅危倶種として新たに指定か望

まれる淡水産紅藻の分類群の産地が多く含まれている。国ば

かりではなく，地元の自治体はいくつかの産地を天然記念物

に指定し，地元の教育委員会や「守る会」などはその産地を

手厚く保護している。従って，研究材料としてこれら分類群

を採集する際でも，無断で採集するのではなく，地元の教育

委員会や「守る会Jに問い合わせ，採集許可などの手続きを

必ず取って欲しい。さらにこれら分類群が生育している産地

付近の地域整備や開発に際しては，保全措置に十分の配慮が

望まれる。

Order Compsopogonalesオオイシソウ目

Fami1y Compsopogonaceaeオオイシソウ科

Genus Compsopogonopsisオオイシソウモドキ属

1) Compsopogonopsis japonica Chiharaオオイシソウモドキ

本種のタイプ産地は群馬県堺町利根川河川敷(Chihara1976) 

で，そのほか埼玉県行田市(中村 1996;1999)，沖縄県石垣市

川平フーガカー (Seto1982環境省選定希少種の生育する重要

湿地)から報告されている。現在，この場所に本種の生育は見

られず，今回の調査で次の産地で確認できた。

-沖縄県:石垣市川平 (2000-4;2001・10Arai & Hanyuda)，こ

の新産地は上記の既報告産地から約 600m離れた水田の小流

である，平久保川の支流 (2002・1Arai) 

2) Compsopogonopsis sp.オオイシソウモドキ属の 1種

本藻はオオイシソウモドキ属の新分類群の可能性がある 0

.福島県:耶麻郡猪苗代町 (200トIOYふlzawa)

Genus Compsopogonオオイシソウ属

I)Com戸opogoncoeruleus (Balbis) Montagne (= C. oishii Okamura) 

オオイシソウ

本種は大石が東京都多摩川河口から 1900年に藻体を採集

し，岡村(1915)によりオオイシソウC.oishii Okamuraとして

記載された。その後，北限の産地北海道阿寒湖(新井・佐野・

若菜 1996)，福島県(岡本 1975，Seto 1987)，栃木県・群馬県・

茨城県(山内 1923，野沢 1971，長谷井・中村 1980)，埼玉県

(萩島 1949)，千葉県(吉崎 1996)，東京都(大石 1900，山内

1923，東 1923，萩島 1949，神谷 1955，野沢 1971)，神奈川

県(野沢 1871)，愛知県(神谷 1955)，京都府・大阪府(瀬戸

1982)，香川県(納回 1982，1986)，愛媛県(八木 1939)，熊本

県(東 1923)，鹿児島県(野沢 1971)，沖縄県(瀬戸 1982) な

どから報告がある。

今回の調査で確認できたのは次の産地である 0

.青森県:弘前市平川(1999・11Y.Suzawa) 

-裏磐梯川上湯沼 (2001-9;2001明 10Y.Suzawa) 

-埼玉県:行田市下中条北河原用水水郷橋附近 (2001・II

Hanyuda) 

・群馬県:邑楽郡邑楽町下中野矢場川小曽根橋の下 (2001・11

Hanyuda) 

-栃木県:足利市駒場町出流川権田久橋の下 (2001-11

Hanyuda) 

-東京都:多摩市新井浅川 (2001・IIYふlzawa)

-神奈川県:川崎市登戸多摩川 (2001・7T.Suzawa) 

・岐阜県:大垣市川口と今福水門川 (2001・10Arai)，オオイシ

ソウがコンクリート護岸の両岸と水草に着生し，今回の調査

でオオイシソウの最も広範囲の生育が確認できた群生地であ

る。

-滋賀県:草津市集町葉山川支流 (2001-8Hanyuda) 

・島根県:菱川町高瀬川 (2000-10Arai)，平田市園町宍道湖

(2000-10 Arai) 

-香川県:丸亀市飯野町土器川(1999・8Y.Suzawa) 

・福岡県:古賀市大根川 (2001-4Arai)，山門郡瀬高町中土居

矢部川本流 (2001・11Y.Suzawa)，浮羽郡田主丸町八幡の堰の

下流左岸筑後川本流 (2001・11Y.Suzawa) 

・熊本県:球磨郡錦町西球磨川本流 (2001・11Yふlzawa)，上

益城郡嘉島町下六嘉緑川水系矢形川 (2001・llYふJzawa)，鹿

本郡鹿本町菊池川本流 (2001・IIY.Suzawa)，菊池市木柑子

(2001・IIY.Suzawa) 

-沖縄県:具志川市後原 (2000-4Arai & Hanyuda)，名護市大

東の側溝(1997・10Arai)，名護市大浦大浦川 (2001-10Arai)， 
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石垣市平久保川 (2002・1Arai) 

2) Compsopogon hookeri Montagneインドオオイシソウ

本種は中村・千原(1983)によって，宍道湖畔の島根県松江

市秋鹿町，平田市園町から日本新産として報告され，その後，

大谷・大賀 (1995)により宍道湖畔での生育が確認され，千葉

県等から報告(中村 1996;1999)されているが，今回の調査で

確認できたのは次の産地である。

・千葉県:松戸市 (2001・12Hanyuda) 

3) Compsopogon chalybeus Kuetzing 

・群馬県:大泉町内ケ島町休泊川藤四郎橋附近 (2001-11

Hanyuda) 

4) Compsopogon corticrassus Chihara et Nakamuraアツカワオオ

イシソウ

本種のタイプ産地は埼玉県行田市見沼代 (Chihara& 

Nakamura 1980)であり，その後，群馬県太田市や鹿児島県菱

刈町などから報告(中村 1996，1999)されているが，今回の

調査では確認できなかった。

5) Compsopogon aeruginosus (J.Agardh) Kuetzingイバラオオイ

シソウ

本種は中村・千原(1983)によって，宍道湖畔の烏根県松江

市秋鹿町，平田市園町から日本新産として報告されたが，す

でに消滅しているとの報告(大谷・大賀 1995，瀬戸 1996)も

あり，今回の調査では確認できなかった。

6) Compsopogon prolifucus Yadava et Kumanoムカゴオオイシ

ソウ

本種は千葉県山武郡松尾町木戸川からの報告(吉崎 1996)

があるが，今回の調査では他の産地では確認できなかった。

Order Bangia1esウシケノリ目

Fmi1y Bangiaceaeウシケノリ手ヰ

Genus Bangiaウシケノリ属

1) Bangia atropurpurea (Roth) C.Agardhタニウシケノリ

本種は岡田(1944)が日本の淡水域では始めて山梨県雨畑

川支流奥沢谷で発見し，熊野(1977)の報告もあるが，今回

は生育確認の調査はしなかった。

Order Acrochaetialesアクロカエチウム目

Family Acrochaetiaceaeアクロカエチウム科

Genus Audouinellaオージ‘ュイネラ属

1) Audouinella amahatana (Kumano) Kumano (= Acrohaetium 

amahatanum Kumano) 

本種は Kumano(1978)が日本の淡水域で、は始めて山梨県雨

畑川支流奥沢谷で発見したが，今回は生育確認の調査はしな

かった。

Order Batrachospermalesカワモズク目

Family Batrachospermaceaeカワモズク科

Genus Batrachospermumカワモズク属

Section Batrachospermumカワモズク節

1) Batrachospermum gelatinosum (L.) De Candolle，巴mend.Vis et 

a1. 1995 (= B. moniliforme Sirodotカワモズク)

本種は東京都，埼玉県，愛知県 (Mori1975)，福井県，兵庫

県，岡山県，愛媛県などから報告(熊野 2000)があるが，今

回の調査で確認したのは次の産地である。

-青森県:左京沼 (1996-4Arai) 

-新潟県:長岡市乙吉町城下川(1997-6Y.Suzawa) 

-滋賀県:草津市馬場町草津川支流(2001・5; 2001 ・10

Y.Suzawa) 

-京都府:船井郡園部町南八田本梅JlI(2001-5 Y.Suzawa) 

.愛媛県:松山市高井町室の木泉水路 (2001-4Takei) 

・兵庫県:三田市田中羽束川 (2000・3Sato)，上郡町山野里安

室川 (1995-2;1995-3 Kumano: 2001-3 Sato)，氷上郡香良加古

川支流(1999-3Sato) 

-香川県:坂出市神谷町神谷川中流 (2001-3Mitani) 

-福岡県:太宰府市太宰府天満宮公園の池(1997・2Arai) 

2) Batrachospermum skujae Geitler (= B. sporulans Sirodot， B. 

gelatinosum (L.) De Candolle emend. Vis et a1. 1995) 

本種は愛知県，広島県，熊本県などの産地から報告 (Mori

1975)されているが，今回の調査で確認したのは次の産地であ

る。

-香川県:大川町八幡JlI(2001-3; 2001-4 Mitani)，白鳥町大

影谷川 (2001-4Mitani) 

-福岡県:山門郡瀬高町本郷の幸作橋上手の堰附近矢部川

(2001-11 Y.Suzawa) 

・長崎県:東彼杵町塩鶴JlI(2000-5 T.& Yふlzawa)

3) Batrachospermum japonicum Moriニホンカワモズク(=B. 

gelatinosum (L.) De Candolle， emend. Vis et a1. 1995) 

Vis et al. (1995)はニホンカワモズクをB.gelatinosumのシ

ノニムとしている。

本種のタイプ産地は栃木県足利市南大町芋森明神宮弘法の

池 (Mori1975，足利市指定天然記念物)であるが，今回の調

査で確認したのは次の産地である。

-栃木県:足利市南大町芋森明神宮弘法の池 (2001・11

Okamura) 

・兵庫県:加古川市八幡町野村湧水池 (2000-3Sato & Kumano) 

Vis et a1. (1995)がそのすべてをB.gelatinosumのシノニム

としている次の種は今回の調査でその生育を確認できなかっ

た。B.decaisneanum Sirodotヒラカワモズク(石川県川尻，愛

知県若松， Mori 1975)， B. radians Sirodot (東京都井の頭，狛

江，埼玉県川越，愛知県石巻など， Mori 1975)， B. reginense 

Sirodotベニカワモズク(熊本県， Mori 1975)， B. godronianum 

Sirodotコカワモズク(北海道，愛知県棚山高原， Mori 1975)， 

B. polycarpum Moriフサナリカワモズク(長野県井上， Mori 

1975)。
4) Batrachospermum sp. 1カワモズク属の l種

本藻はカワモズク節の新分類群の可能性がある。

-福島県:北会津郡会津町和合湧水池 (2001-10Sakashita) 

5) Batrachospermum sp. 2カワモズク属の I種

本藻はカワモズク節の新分類群の可能性がある。

・香川県:仲多度郡仲南町塩入川 (2000-5;2001-4 Mi刷 i)



6) Batrachospermum sp. 3カワモズク属の l種

本藻はカワモズク節の新分類群の可能性がある。

・香川県:大川郡白鳥町五名大影谷JlI(2000-5 Mitani) ，仲多

度郡琴南町明神川 (2002-1Mitani，雄株，雌株)

7) Batrachospermum arcuatum Kylin 

熊野 (2000)はMori(1975)， Kumano (1993)の本種の定義を

改め， Vis et a1. (1995)の定義に従って，雌雄性に基づいて本

種と同定したので，既報告文献の産地とは直接に対応できな

い。北海道真駒内，東京都，茨城県，福井県，大阪府，兵庫

県，香川県，愛媛県などから報告(熊野 2000)があるが，今

回の調査で確認した産地は次の通りである。

・秋田県:象潟町洗釜出坪湧水(2002-1Dairui，雌株)，象潟

町洗釜洗釜湧水 (2002・1，Dairui，雄株)，象潟町大砂川水林

湧水 (2002・1Dairui，雌株)

・岩手県:遠野市北上川支流(1999・5YふlZawa，雌株)，宮古

市閉伊川支流 (2000・5YふJzawa，雌株)

・福島県:福島市阿武隈川支流 (2001・5YふJzawa，雌株，雌

雄同株)

・茨城県:つくば市小和田桜川中沢 (1999-5Y.Suzawa，雌株)，

那珂郡瓜連町下江戸下坪久慈川支流(2001-4Y.Suzawa，雌株)

・東京都:八王子市浅川支流(2001-4YふlZawa，雌株)

-神奈川県:横浜市新治梅田川 (2000-3T.& YふJzawa，雌株)

・滋賀県:草津市馬場町草津川支流 (200ト5;2001・7Y.Suzawa， 

雌株)

・兵庫県:氷上郡氷上町香良加古川支流(1999・2;1999-3; 2001-

2 Sato，雌株，雄株)，宝塚市切畑の農業用水路(1999-4;2001-

4 Sato，雌株，雄株，雌雄同株)，小野市福旬町女池近くの農

業用水路 (2000・2;2001-2 Sato: 2000-3 Sato & Kumano，雌株，

雄株)，小野市山田町山田川 (2000-3Sato & Kumano，雌株)，

赤穂郡上郡町山野里安室川(1999-1Kumano，雌株)

・香川県:三豊郡財田町戸JlI(2000-3 Takahashi，雌株)，三豊

郡山本町蜂ヶ谷川中流 (2001-3Mitani，雌株)，香川郡塩江町

椛川中流 (2001-3Mitani，雌株)，三豊郡山本町河内川中流

(2001-3 Mitani，雄株)

・愛媛県:川之江市金生町山田井石ノ口金生川源流 (2001-4，

Takahashi，雌株)，南宇和郡御荘町長州日の平川下流(2001-4

YふJzawa，雌株)，温泉郡川内町お吉泉(1995-3Kumano: 2001-

4 T.& Y.Suzawa，雌株)，西条市橘楢木中山川 (2001-4

Takahashi，雌株)

-徳島県:徳島市八多町大久保勝浦川八多川仕出川源流

(2001-4 Y.Suzawa，雌株)，海部郡海部町海部川 (2001-4

YふJzawa，雌株)，三好郡池田町鮎苫谷川 (2000・3Takahashi， 

雌株)

-高知県:安芸郡東洋町河内河内川下流(2001-4Y.Suzawa，雌

株)，安芸郡東洋町野根野根川 (2001-4YふJzawa，雌株)

・熊本県:菊池市木柑子 (2001-1Arai & Hanyuda，雌株)，熊

本市加瀬川 (2001-1Arai & Hanyuda，雌株)

・福岡県:粕屋郡新宮町上府湊川水系の側溝 (2001-4Arai，雌

株)，宗像郡津屋崎町勝浦 (2001-4Arai，雌株)，山門郡瀬高町

坂田矢部川本流 (2001・11Y.Suzawa，雌株)，筑紫野市萩原
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(2002-1 Yoshida，雌株)

8) Batrachospermum anatinum Sirodot (= B. ecωcarpum Sirodot) 

熊野 (2000)はMori(1975)， Kumano (1993)の本種の定義を

改め， Vis et a1. (1995)の定義に従ったので，既報告文献の産

地とは直接に対応できない。 Mori(1975)は B.ecωcarpum 

Sirodotを栃木県，愛知県，島根県，山口県，愛媛県，福岡県，

熊本県などから報告しているが，今回の調査で本種と確認で

きる藻は採集できなかった。

Section Setaceaセタケア節

1) Batrachospermum atrum (Hudson) Harveyイシカワモズク

本種は岩手県盛岡，東京都井の頭，小石川植物園，愛知県

福釜，豊橋，島根県松江 (Mori1975)，兵庫県姫路市，揖保郡

新宮町，神戸市など(熊野 2000)，Vis et aJ. (1995)が本種のシ

ノニムとしている変種，B. atrum v訂 .tenuissimum Sirodotは神

戸市北区鈴蘭台からの報告 (Kumano1982b)，皇居内の産地に

ついては，渡辺・コマーレク (2000)，渡辺 (2000)の報告があ

るが，今回の調査で確認した産地は次の通りである。

・青森県:六ヶ所村内沼湯沢からの水の流入地点 (1999-4

Arai) 

-栃木県:安蘇郡田沼町山形，加賀フイツシングエリアの池

(2001-6 Arai) 

-東京都:千代田区皇居内中道濯濠 (2000-4Y.Suzawa) 

Section Tu巾 'saツルフォサ節

1) Batrachospermum turfosum Bory (= B. vagum Sirodot)ホソカ

ワモズク

本種は岩手県八幡平，愛知県棚山高原，兵庫県明石市大久

保(Mori1975)，富山県立山，兵庫県姫路市，西宮市，神戸市

など(熊野 2000)から報告があるが，今回の調査で確認でき

た産地は次の通りである。

・北海道:猿払村カムイト沼(1999-5Arai) 

.新潟県:苗場山(1999-11Takizawa) 

-福井県:刈込池 (2001-7Adachi) 

-広島県:大野市大野自然の森公園中津岡川上流(1996-11

Arai) 

Section Hybridaヒブリッダ節

1) Batrachospermum virgato-decaisneanum Sirodot 

本種のタイプ産地は神戸市北区大池(Kumano1983b)である

が，今回の調査では確認できなかった。

Section Virescentiaヴィレスセンチア節

1) Batrachospenηum helminthosun】Boryアオカワモズク

Vis et a1. (1995)がすべてを B.helmin的osumのシノニムと

している次の種の産地は今回の調査で確認できなかった。 B.

bruziense Sirodotタニカワモズク(愛知県豊川，熊本県宇土な

ど， Mori 1975)， B. testale Sirodot (群馬県太田市，栃木県足

利市など， Mori 1975)。また，B. helmin的osumの産地として

熊野 (2000)は北海道旭川市，東京都石神井，茨城県つくば市，
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千葉県四街道市，市原市，兵庫県姫路市，篠山市，西宮市，香

川県香南町，愛媛県西林寺，宮崎県小林市などを挙げている

が，今回の調査で確認できたのは次の産地である。

・福島県:福島市阿武隈川支流 (2001・5Yふlzawa，雄株)

・茨城県:東茨城郡常北町増井藤井111(2001-4 YふIzawa，雌

株)，つくば市小和田桜川中沢(1999-5YふIzawa，雌株)

-千葉県:松戸市 (2001-3Sando，雌株)

・神奈川県:横浜市新治梅田111(1999-3 T.& YふIzawa，雌株)，

川崎市麻生川支流 (1999-6;2001・7T.& Y.Suzawa，雌雄同株)

・兵庫県:三田市田中羽束111(1999-3 Sato，雌株，雄株)，三

田市波豆川の農業用水路 (1999-3Sato，雌株)，宝塚市切畑農

業用水路(1999-4Sato，雌株)，赤穂郡上郡町安室川(1995-3

Kumano: 2001-3 Sato，雌株)，加東郡社町山国農業用水路

(2001-3 Kadono，雌株)

・岡山県:玉野市滝加茂川(1999・5Arai，雌株)

・広島県:三和町大上小田111(1999-4 Y.Suzawa，雌株)

-愛媛県:西条市橘楢木猪狩川下流 (2001-4Takahashi，雌株)，

温泉郡川内町吉久お吉泉(1995-3Kumano: 200ト4T.& 

Y.Suzawa，雌株)，川之江市金生町山田井石の口金生川源流

(2001-4 Takahashi，雌株)

・徳島県:阿南市福井町福井川 (2001-4YふIzawa，雌株)，海

部町高園海部川 (2001-4Y.Suzawa，雌株)，徳島市八多町大久

保勝浦川 (2001-4Y.Suzawa，雌株)

・高知県:中村市中筋上の土居中筋川中流 (2001-4Y.Suzawa， 

雌株)，安芸郡東洋町野根野根川 (2001-4Y.Suzawa，雌株)

.宮崎県:西諸県郡高原町広原後谷 (2001・1Arai & Hanyuda， 

雌株)

-福岡県:粕屋郡新宮町上府湊川水系の側溝 (2001-4Arai，雌

株)，古賀市久保大根川水系の側溝 (2001-4Arai，雌株)，宗像

郡津屋崎町勝浦 (2001・4Arai， rt雄株)，飯塚市鹿毛馬川 (1998-

5 Y.Suzawa，雌株)

・熊本県:球磨郡錦町西球磨川本流 (2001-11Y.Suzawa，雌

株)，出水砂取橋の下加瀬川 (2001-1Arai & Hanyuda，雌株)，

菊池市木柑子 (2001・1Arai & Hanyuda，雌株)

・長崎県:東彼杵郡東彼杵町塩鶴111(2000-5 T.& Y.Suzawa， 

雌株)

・鹿児島県:大口市曽木滝 (2001-1 Arai & Hanyuda，雌株)

・沖縄県:具志川市天願川上流(1999-3Arai，雌株)

2) Batrachospermum helminthosum Bory var.アオカワモズクの

l変種，本藻はアオカワモズクの新分類群の可能性がある 0

.京都府:丹波町小滝池 (2001-6Arai) 

3) Batrachospermum virgatum Sirodot (=B. helminthosum Bory 

emend. Vis et a1. 1995) 

Vis et al. (1995)は雌雄同株の B.virgatum Sirodotアオカワモ

ズクを B.helminthosumのシノニムとしているがその正否は

再検討の必要がある。本種は愛知県豊橋，熊本県宇土など

(Mori 1975) から報告があるが，今回の調ftで確認した雌雄

同株種の産地は次の通りである。

・富山県:富山市三熊林家山林 (¥997・5Hamada，雌雄同株)

・兵庫県:赤穂郡上郡町山野里安室川 (1995-2Kumano，雌雄

同株)

・香川県:大川町八幡111(2001-3 Mitani，雌雄同株)

・沖縄県:名護市大浦大浦川 (2002-1Arai，雌雄同株)

4) Batrachospermum elegans Sirodot (= B. coerulescens Sirodot) 

ミドリカワモズク

本種を Mori(1975)は東京都，千葉県市原，愛知県豊川，香

川県下倉，愛媛県温泉郡川内町お古泉，島根県松江市，山口

県下関市，山口市，福岡県久留米市，松橋市，鹿児島県甑島

などから報告しているが，今回の調査では本種と推定できる

標本を次の産地から採集した。

-筑紫野市萩原 (2002・1;2002・2Yoshida，雌株)

Section Aristataeアリスタタエ節

1) Batrachospermum turgidum Kumano 

本種のタイプ産地は三重県御在所岳北谷 (Kumano1 982b)で

あり，タイプ産地と岐阜県木曽赤沢(熊野 2000)で報告され

ているが，今回の調査では新たに次の産地から採集された0

.京都府:船井郡園部町大河内園部111(瑠璃渓に入る小流)

(2001-5 Y.Suzawa) 

-広島県:大野町経小屋山 (2001-4Arai)，大竹市黒川町大膳

111(2001・6Arai)，佐伯郡大野町渡瀬遊水池の東端から流入す

る渓流 (2001・7Arai) 

Section Contortaコントルタ節

1) Batrachospermum kusiroense Kumano et Osaki 

本種のタイプ産地は北海道釧路湿原中の三ヶ月湖 (Kumano

& Ohsaki (¥ 983)であるが，今回は生育確認の調査はしなかっ

た。

2) Batrachospermum iriomotense Kumano 

本種のタイプ産地は沖縄県西表島後良川 (Kumano1982c)で

あるが，今回は生育確認の調査はしなかった。

2) Batrachospermum tortuosum var. m司jusKumano

本種のタイプ産地は沖縄県石垣島富良川 (Kumano1982c)で

あるが，今回の調査では確認できなかった。

Genus Sirodotiaユタカカワモズク属

1) Sirodotia suecica KyIin 

・京都府京都市右京区鳴滝三本松菩提川 2001-5Yふlzawa)，

この産地(沢の池)に生育する本藻を梅崎(1967)はS.de/icatu/a 

Skujaと同定したが， Kumano (1982a)は本藻を S.suecica Kylin 

と同定している。

2) Sirodotia segawae Kumanoニセカワモズク

本種は瀬川 (1939)が京都市宝が池践の標本を Sirodotiasp. 

ニセカワモズクとして報告したが，瀬川|はタイプ標本を指定

しなかったので， Kumano (¥ 982a)はJi{都府岡部町T留j肉渓lf.の
標本をタイプ標本として正式に記載した。今阿の調査では両

産地ともにその生育を確認できなかった。

3) Sirodotia segawae Kumano var.ニセカワモズクの l変種，本

藻はニセカワモズクの新分類群の可能性がある。

・滋賀県草津市馬場町草津川支流 (2001-5;200トIOY.Suzawa) 



3) Sirodotia yutakae Kumanoユタカカワモズク

本種は瀬川 (1939)が岩手県龍が森産の標本を Sirodotiasp. 

ユタカカワモズクとして報告したが，瀬JIIはタイプ標本を指

定しなかったので， Kumano (1982a)は兵庫県姫路市小原産の

標本をタイプ標本として正式に記載した。今回の調査では両

産地ともその生育を確認できなかった。

4) Sirodotia sinica Jao 

本種は兵庫県小野市山田川から報告 (Kumano1982a)され

ていたが，今回の調査でその生育を確認できなかった。

Order Thorealesチスジノリ目

Family百 oreaceaeチスジノリ科

長崎県土黒川，鹿児島県川内川，沖縄県首里産のチスジノ

リ科の標本は岡村(1921)により Thorearamosissima Boryと

同定されていたが，山田(1943)とYamada(1949)により長崎

県土黒川産の標本は Nemalionopsistortuosa Yoneda et Yagiオ

キチモズク，鹿児島県川内川産の標本は新種の苅oreaokadae 

Yamada チスジノリ，沖縄県首里産の標本は Thorea

gaudichaudii C.Agardhと改め，シマチスジノリの和名を与え

られた(山田 1949)。

Genus Nemalionopsisオキチモズク属

1) Nema/ionopsis tortuosa Yoneda et Yagiオキチモズク

本種のタイプ産地は愛媛県温泉郡川内町お吉泉(八木・米

自 1940，国指定天然記念物)である。山田(1943)とYamada

(1949)により長崎県土黒川産の標本は Nemalionopsistortuosa 

Yoneda et Yagiオキチモズクとされた。その後，熊本県志津

川の産地(岡田・右田 1956，国指定天然記念物)，熊本県有佐

村(森 1955)，熊本県菊池市木柑子(岡田・右田 1956)，長崎

県吾妻町田内川(戸山 1967，県指定天然記念物)，田川原川

(森IIItまか 1979)，熊本県中央町緑川支流，鹿児島県菱刈町芋

田川(瀬戸 1985)，沖縄県国頭村辺野喜111(香村・大森 1981，

久場 1987)などの産地が相次いで報告されたが，その多くの

産地では絶滅したか，生育を見ていない。さらに，福岡県甘

木市黄金川(右田・高崎 1991)，長崎県国見町神代JII(右田・

木村 1995，国見町指定天然記念物 1997，環境省の希少種の

生育する重要湿地)，有明町湯江川支流山の田111(右田・木

村・坂本 1999，有明町指定天然記念物 1996)，吾妻町田内川

(渡辺・碓井 2000)，瑞穂町西郷川の支流大111(渡辺・碓井

2000)，及び熊本市出水加勢111(右田・木村・坂本 1999)の産

地が報告されている。

今回の調査では次の産地から本種を採集した。

・熊本県菊池市木柑子 (2001Migita)，阿蘇郡南小谷町満願寺

志津川 (2001Migita)，熊本市出水砂取橋の下加勢川 (2001~1

Arai & Hanyuda) 

-長崎県有明町湯江川の支流山の田川 (2000・11Iima) ，南高

来郡国見町神代111(2000・12Iima) 

Genus Thoreaチスジノリ属

1) Thorea okadae Yamadaチスジノリ

本種のタイプ産地は鹿児島県菱刈町湯の尾 (Yamada1949) 
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であり，タイプ産地と熊本県山鹿市鍋田菊池JII(環境省選定

希少種の生育する重要湿地)とは国指定天然記念物である(加

藤ほか 1995)。本種の分布は九州に限られていたが，関東，中

国，近畿でも生育が報告された(中村・千原 1977，中村 1980，

1996， 1999，瀬戸ほか 1993)。しかし，埼玉県本庄町備前掘

川，広島県関川，兵庫県赤穂郡上郡町安室川などでは絶滅

している(中村 1996，1999)。今回の調査では次の産地で生育

が確認された。

・茨城県:東茨城郡御前山村郡珂川 (2000・6，農林水産省那

珂川沿岸農業水利事業所)

・福岡県:山門郡瀬高町中土居矢部川本流 (2001・11 

Y.Suzawa)，筑後市尾島矢部川本流 (2001・11Y.Suzawa)，浮羽

郡田主丸町八幡の堰の下流左岸筑後川本流 (2001・11 

Y.Suzawa) 

・熊本県:球磨郡錦町西球磨川本流 (2001・11YふJzawa)，上

益城郡嘉島町下六嘉緑川水系矢形川 (2001・llYふIzawa)，鹿

本郡鹿本町菊池川本流 (2001・IIY. Suzawa)，山鹿市鍋田菊

池川 (2001・1Arai & Hanyuda) 

2) Thorea sp.チスジノリ属の l種，本藻は新分類群の可能性

がある。

-福島県:耶麻郡猪苗代町 (2001・10Y.Suzawa) 

3) Thorea gaudicahidii C.Agardhシマチスジノリ

本種のタイプ産地は沖縄県郡覇市真地識名園 育徳泉

(Yamada 1949，国指定天然記念物， 1963，加藤ほか 1995)で

ある。仲田(1963)は那覇市繁多川ハンタガー，ホージガー，

識名園育徳泉，金城町金城大樋川，玉城村富里シーリガー

ヤカプウッカー，知念村知念ヒカー，金武町並座慶武田川，

名護市屋我地我部大嶺宅隣の泉，嶺井宅隣の泉，今帰仁村天

底湧井戸アミスガー(沖縄県指定天然記念物， 1955)，ハマサ

で生育を確認しているが，その後，香村・大森(1981)，久場

(1987)の報告及び香村(1996)が確認したところでは，新たに

具志頭村屋富祖井:ヤフガー，上記の今帰仁村天底アミス

ガー(環境省選定希少種の生育する重要湿地)と宜野座村大

久保ガー(香村 1998a，b)の 3産地で生育が認められた。

今回の調査では次の産地でその生育を確認した。

-沖縄県:中頭郡与那城町宮城島クチヤガー (2000・12Agena 

& Kamura)，具志頭村屋富祖井:ヤフガー (2000・4Arai & 

Hanyuda) 

4) Thorea gaudicahidii C.Agardh v訂.シマチスジノリの 1変種，

本藻はシマチスジノリの新分類群である可能性がある。

-沖縄県:宮古島城辺町野城野城泉:ヌグスクガー(1999・5

Kamura: 2000-4 Arai & Hanyuda) 

Order Hildenbrandialesベニマダラ目

Family Hildenbrandiaceaeベニマダラ科

Genus Hildenbrandiaベニマダラ属

1) Hildenbrandia rivularis (Liebmann) J.Agardhタンスイベニマ

ダラ

本種は岐阜県養老町菊水泉から米田(1949)が日本新産とし

て報告して以来，栃木県，千葉県，福井県，京都府，兵庫県，
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香川県，宮崎県などの産地で健在(熊野 2000)であり，今回

の調査では次の産地でその生育を確認した。

-岩手県:上閉伊郡宮守村北上川支流 (2000-8Yふlzawa)

.山形県:飽海郡遊佐町月光川支流 (2001・8YふIzawa)

-福島県:耶麻郡熱塩加納村押切川支流 (2001-4YふIzawa)

.栃木県:塩谷郡栗山村湯西川支流 (1999-4Yふlzawa)

-東京都:日野市浅川支流 (2001目4YふIzawa)

-長野県:小県郡青木村田沢温泉近くの水路 (2000・11

Y.Suzawa) 

-岐阜県:養老町飯ノ木津屋111(2001-10 Arai) 

-広島県:東広島市関川 (2000-12T.&Y.Suzawa) 

-徳島県:阿南市桑野町桑野川 (2001-4Y.Suzawa)，海部郡海

部町母川 (2001-4Y. Suzawa) 

-香川県:高松市栗林町栗林公園 (2001・10Mitani)，大川郡長

尾町太郎兵衛川 (2001・10Mitani)，大川郡寒川町三重の滝川

(2001・10Mitani)，香川郡塩江町北井谷川 (2001-11Mitani) 

・愛媛県:温泉郡川内町お古泉 (2001-4T.&Yふlzawa)

・大分県南海部郡宇田町木浦鉱山蓮光寺 (2000-4Umetsu) 

・宮崎県:西諸県郡高原町広原後谷 (2001-1Arai & Hanyuda)， 

小林市千谷 (2001-1Arai & Hanyuda) 

・福岡県:田主丸町筑後川 (2001-1Arai & Hanyuda)，山門郡

瀬高町坂田矢部川本流 (2001-11，Y.Suzawa)，浮羽郡田主丸

町八幡の堰の下流左岸筑後川本流 (2001-11YふIzawa)

・熊本県:熊本市出水加瀬111(公圏内)(2001-1 Arai & 

Hanyuda)，八代郡坂本村西部球磨川本流 (2001・11Y.Suzawa)， 

球磨郡錦町西，球磨川本流 (2001-11Y.Suzawa)，上益城郡嘉

島町下六嘉下六嘉の湧水 (2001・llYふIzawa)，菊池市木柑子

菊池川水系木柑子川 (2001-1Arai & Hanyuda: 2001・11

Y.Suzawa) 

-沖縄県:石垣市平久保 (2001・10Arai)，宮良川上流 (2002・1

Mitani) 

Order Ceramialesイギ、ス目

Family Delesseriaceaeコノハノリ科

Genus Caloglossaアヤギヌ属

1) Caloglossa ogasawaraensis Okamuraホソアヤギヌ

本種のタイプ産地 (Okamura1879)である東京都小笠原諸島

では標高 30mの連珠谷の淡水域，岩手県陸前高田市(山本

1981)以南の河口や，沖縄県今帰仁村スガー(岡田 1939)な

どの汽水域からの報告が多い。淡水域の産地は少なく，熊本

県八代市白鳥の池，熊本市熊野宮の池，八景水谷水源地，来

民町方保田，山鹿市神尾(以上，森・池田 1961)，千葉県飯岡

町木戸111(吉崎ほか 1983，1985など)，石垣島大滝(熊野 1996)

などからの報告がある。今回の調査では次の淡水の産地から

採集された。

・鹿児島県大島郡住用村福地川中流淡水域 (2001-1Mitani) 

.沖縄県石垣市荒川 (2001-8Arai) 

Family Rhodomelaceaeフジマツモ科

Genus Bostrychiaコケモドキ属

1) Bostrychia simpliciuscula Harvey ex J.Agardhタニコケモドキ

本種は当初，沖縄県国頭郡の山中の小川に生育する標本に基

づき ，B. andoi Okamuraタニコケモドキ(1907)として記載さ

れたが，後に鹿児島県枕崎汽水産の B.hamana-tokidae Postニ

セタニコケモドキと共に，表記種のシノニムとされ，表記の

学名を使用することになった。タイプ産地以外の淡水域の産

地としては沖縄県石垣市大滝 (Kumano1979)と沖縄県宜野湾

市大謝名ヌカー(宜野湾市指定天然記念物)が報告されてい

るが，今回の調査で、は次の淡水の産地で、の生育が確認された0

・沖縄県宜野湾市大謝名ヌカー(2001-11Arai)，石垣市荒川

(2001-8 Arai)，底原ダム上流 (2001・12Mitani) 

2) Bos句，chiatenella (Vahl) J .Agardhコケモドキ

本種は南西諸島のマングロープ林などの汽水域，淡水域では

グアム島 MarboCave (Kumano 1979)からの報告があるが，今

回の調査で次の産地での生育が確認された。

・沖縄県石垣市平久保淡水域 (2001・10Arai) 

3) Bostrychia flagelJifera Postフサコケモドキ

本種は鹿児島県槙島園ケ池から報告 (Kumano1988)がある

が，今回は生育確認の調査はしなかった。
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